
リーフレット「保護者に知ってほしい 多様な性」活用の手引き 

 

１  本リーフレット作成のねらい 

セクシュアル・マイノリティやＬＧＢＴについて，社会的関心が高まっており，学校園においても，性的指向・

性自認について悩みを抱えていたり，周囲の理解不足から生きづらさを感じていたりする子どもたちの存

在が顕在化しています。そのような中で，子どもの人権を守る観点から，保護者が多様な性について理解

することが求められています。 

本リーフレットには，多様な性に関する基礎知識や子どもたちの思い，大人にできること，困ったときの相

談先などを載せています。また，これまでセクシュアル・マイノリティや多様な性に関して学習していなかった

り，関心をもっていなかったりした保護者にも，理解しやすく，関心を高められるよう，デザインやレイアウトを

工夫しました。多様な性について理解するとともに，すべての子どもたちが安心して生活できる家庭や学校

生活について考えを深めてほしいと願っています。 

 

２  活用方法 

   令和 3年度のＰＴＡ人権教育研修（学級単位でも学年・全校園単位でもよい）における研修資料としてく

ださい。 

 

３ 活用例 

 (１)  ワークショップ形式 

活動内容 教師の支援 備考 

１ 本リーフレットの目的

を確認する。 

 

 

 

２ 子どもたちの，多様

な性に関する様々な

思いについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 多様な性に関する基

礎知識を確認する。 

 

 

〇 リーフレット表紙にある文章を読んで説明

する。 

 

 

 

〇 １ページ目の「いろいろな気持ち」のペー

ジを保護者に読んでもらい，感想を述べ合

う場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 ２ページ目にある「多様な性」について説

明する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇  それぞれの校園  

種に該当するもの

だけでもよい。 

○ 多くの大人が思っ

ている以上に性別

違和感を感じる時

期が早いことにも

触れる。 

 

 

 

 

 

〇  専門的な語句の

説明に深入りせず

「性の在り方は多

様であり、すべての

・ 自分もついつい「男/女らしくしなさい」

と言ってしまいます。 

・ 自分らしくいさせてあげたいと思ってい

ても，周囲の理解が得られないのでは

ないかと不安です。 

・ 最近話題になっているので気になってい

たけど，子どもたちがこれほど色々考え

ているとは思いませんでした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大人にできることを

考える。 

 ①「性のかたちはいろいろ」 

 

 

 

 

 ②「いろいろな“好き”“心”のかたち」 

 

 

 

 

 ③「LGBTについて Q＆A」 

 

 

 

 

 

〇 ３ページ目上部にある「３つのポイント」に

ついて説明する。 

 

 

 

 

○ 困ったときの相談先や参考資料を紹介す

る。（時間があれば，動画「りんごの色～

LGBTを知っていますか？～」を視聴する。） 

〇 全体を振り返って，大人にできることについ

て，意見交換の場を設ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

人に関係があるこ

と」という視点を強

調する。（専門的知

識を習得したい方

には，３ページ目の

お薦め資料を紹介

する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

幼稚園・小学校の場合、

NHKforSchool「u&i～

男らしく、女らしくがいい

の？～」を視聴してもよ

い。 

 

 (２) 資料説明形式 

     ワークショップ形式ができない場合は，(１)のうち，資料説明の部分のみ，または動画視聴と資料配付

という形でもかまいませ ん。 

 

 

・ 「男/女らしさ」ではなく、「自分らしさ」

を大切にした子育てにしたい。 

・ 正しい知識をもつことが重要なので，ま

ずは参考資料を読んで勉強しようと思

う。 

・ 命に関わる問題だと思って、これから真

剣に考えたい。 

リーフレットの活用や研修の進め方について御不明の点がありましたら， 

人権教育推進室 426-3803 までお問い合わせください。 


